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公国でl哨即I暗しん叩けン毛楽し品、坤。卿にす幸や一荷車、尊にご上方やつてますよ。

二九まで直写品のおやつにして公園へ・拭う流れで・巧かこれ頼蒔桂ら公園へ行ってから過払非フ
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で†誼みがあるとう叩。花の微ももう帥年近くや九、で・上のチ什う下のチ八と代々拝所軟

さ柾小郡。れ軸の丸ま、厚中和世や御涯リザセ1きる百で為す訪仁の中が停紀の

良いこき函乍既・昨こき勧し励会に加盟し乍頃がう椅稜lこ非も串の粛言上,てい舌す。

牛坊1フのま。約時†ぐ寮印房し、二と叩。群iこ矩弓枝子持くさんの種習叙事

噂。これ姫電筒中。こき匡離しいの年すぐやめてしまう号もタダい凋、し、告す。

で抹抹!花の合匝これ上細大がたくさんいます。いや鴫が孜が日l二川坤。掌諒、

教祖くれる弗毒や上替佐か印。葛、互いに教えか-・加をしあし、 ・競し-あえる仲間点呼す。

均す油埴枠中・槌に雅趣壬担悔し小舟l高津両立もそや穣てイライうレたり

みち二んや)・そす硬拐さら印章つ、ソコツ朽ガレででき手車の喜高まびれおで・す。でぜなく

ても婦印し卓二とは縁駄1ニしまだりません。
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んかできにくそか定の合lニいる限り二手に細枠機会i事あ生け。在れ和数年後かここまI二

日賃みるかかれ寺せん。これま、こ享に昭瓦ことで(専利手せん。数年先帝し、目通しの中畑

そ。才の今痔も商しこ呼わも海令の良さ叩。毎年やつているがこそ、たがかこまですが:私

印、弾くさんのこじ亨草卜でし、る昨-じ廃し、老巧。

寸劇租二面碕囲めこ字母琉会がみ)印。長赤会和事、ド牡礼だが掃勧し木板

与加も翠、 ′甲子摘こ目稗も合わせしゃがんで、枚えら翠、与をとって声を州T・一種Iニ風神各

下く丸のやにlこ郭中辛卒がみられます。薦めで今年もこきを回わせるお(二様二と」

組をその精か上帝こと!輔してま嘩しん…、詐い担います。
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幻研椎の令三吉油まつり食I母」が/∂虐ユO白くこ鮮卑開催されまレト。

昨年、一昨缶とレ映るとあ、秦さんの教は′少し癖重廃し、でレ七品コロナ以前のいつもの

三雄まっ帰農可∴抗う鉦、叩。それ忍も重くさん。親チ連れ売尺力ヾ、チ塙仁万のみかこ

紅く外手厚。如、一滴己していに雨良風も日中l語、さ勘、易し、くら、の砺ざしの中で

手的下部碑・碕芋を壇、れl晴間す売、房格和れ[到まし仁。

動支。待持ちかお扇宣†でしな互く. ,上物やさ硬・{ま元挿集ま。イ方々和小手咋・催物、

餌にOp甘卸さんの封印品もあり、絢仁和こも人気でレ下。

o呂〇日のチ塙や弓のト′㌻ボ二両くいぼ、矛人か08‾0年が切か↓嘩てく星のベラ秋もク秘訣的

握でくれ手レ仁。 ′上物や乱立一′ぐ一丸レすくし、やす仏性あま・華も手写の叩っ式放材と

甚働「せていやゼき巧。布引ニブ助力坤癌声さ壷レ仁。

合田しな広岡のろけ抑二重の合の責任叶の様チ尊重ガ、不幸んのおやっの写東証、紡一

向、球威の大宅引フ掘りセ客し砧帝和合のこ塞知ってもらう税金にレさし下。

′時†重り組みですが二五年のつみ重ねで、も,とおと多くの大下与に和合も二とも知,て捉

える巧に頂いき仁小です。

蝕も和合二島まっl)勘、サ梯印でし仁。舶呑むみ世ん印、め金串坤†迫ん・

科し二五五年柏で巧。甲声乍嘩し、印高裁巧の樺瑚小手レ仁が?
之



_一〇〇〇■ミ車書、

ナラパン
詳前半

軸壊二時馳投巨
聖野崎聖_」皇麹悪逆麹珪

開始前甘ら米山のみ宕さん巾ヾ’並び、乱だ。受付係は、房戚晶の70ラバンや筋で泳

ナ在ン官界山かでく丸まレた。下絵何ま、おをさんが下絵を選ぶのに晴間がか別

人詰並んでしまい・大安ひでレ仁。教える僑lま、持碁さんlくテープ江の座る場的き教え

印・乃バンの書き方擢え・呼た7ち,立ち温く係に涼しでくれました。時乱発鰯

が止まるI、たン茄ヾか)乱臣\上れ二輝けました。科二拷める係帝王研。本に知と

母乳二入れ佃上しててくれ費レた。

囲四囲雪

作り奔lよ乃バンを売る声丁でなく春つてい仁完成劫の7ラパンを公園申もまれて克つそ

れて托売上ました。下絵催咋・お索さん不ヾ・たくれいたの私7ち売れ着き方教え印ノ、

師、丁好を初年伝ってく持した。教える係。二人しま.小さい ども。お庵さん{二で、ねい

に放れくれで・怖く確守粧し申)、舶1丁もしました。輝く偉く事前キイ子毛かやっし直、

ものも厚め乍くさんの杵敏セナにして惇いて卑ました。科二番め劉かさ梓毅が多くで

沼も癖毛ナひい巨星黙尺幻㌦l士亮く握し仁。

槙7ちI㌧再現伽チ島のおか中で・唯一お客的帝お金写しにせくあカです一くに班畏

拓おお房俺(鱒的)や・俵俺で、失敗で恥、ので緊張し乍肇しみか珂樺でレ巨

科学穆脅、
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態ヽロウインゲット
千野をいれてl務億のおばげをつくりあげました。

看板・背景の絵・ルール表・整列を知らせる表:改良を重ねた
哩陣を埠んでONEチームになって本番を迎えました。

竿などを皆で点検をしてから

朝のうちは雨がパラパラ、風もあり心配をしましたが、みんなの思いが伝わり天候が回復して
班長さんたちのクラッカーの合図で開催となりました。

並ばぜ孫の班長さんが「ハロウインゲット楽しいですよ勤とコマーシャルをして歩いてくれて
徐々にお客さんが来てくれました。

小さなお客様は釣り竿係から磁石のついた竿をもらい、おばげを釣る事が出来ていました
タイム係も大きな声でお客様に聞こえるように合図を送り頑張りました。お客様が「おばけが釣れ
な団と言うと、おばけ係の子がさりげなく釣れるようにおぼけを並べかえでくれました
4年生以上のお客様は難しい釣り竿で苦戦をしながら釣りますすると周りにいた係の子たちがみん
なで応援をしてくれましたルール係も並ばせ係も協力しあって、お客様があふれないように人数
を調節してくれましたみんなの頑張りでお店は楽しく鶉盛する事が出来ましたお客様は釣り
上げたカゴの中からお土産用にひとつ選び「このおばけ可愛い」と替って持ち煽ってくれました′ヽ_臆臆,_ ●, _ . 臆 _ゝ - ふ ○ ○ ○ ○

「ほしいおばけがある」と言って2度来てくれたお客さんもいました
お土産を喜んでくれるように-生懸命作って良か÷たわ「大成姦淫ち
「諦半の係も後半の係も、みんなありがとう襲お踵れさまでした」

加ん お手転いをして下さいましたお母様方もありがと‾すごさいました。
l鍛個のおばけちやんがお客様にもらわれて行きました。

勧忙(八日功シナ昔)や鸞)枯可ぐで下の 
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蒐竜席奇問も衣は圃市塙叫か金印

栂良く専守永、試筆へ靖も、榊も-生

特命村村嵩て<小吉ヰ!

黄吋で免訴と軸食(翰)モ囁いて、旧し主薬

晒して、坤モ也は、オヵ○外語で串間モ計こて、

忠敬を散薬・・・し-つにイ奇も吏伸し丁年や甘心き

し千〇下種淳や悶重油い出て、喪しんで、掛
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繍ナ7キン入れ碕辞着入れでよの乍つてく椙し午。碑。合へ凋返し・

しの気晴帝古物屋払方巧、、でく姫、緋、帝住でチ端岡こい轟い
てい挿。

認闘圏園圏圏開園

謡饗嬰讃囲囲

今年豆小海堰̃社会小二を合まで、たくさんの0βo年蒋伝レ、

に束でくれ写し仁。分宿蚤的ち弛れ↓よ〕てくれ吾レ手膏ヾ雷つゆ、

しい観が組) 、師二卯、序鴫・会両う忙お庚亙。唯が托て

い呑吐。癌もよろしく!!

往診。三滝まつり象I哩-1ま瑚払チ轟、婦、揃貼’し†で

能く、 OB〇年のチ曲や年後辞令の下人「巧・喧倍すん塵、桂の合と

両島軽、7尊が二千人下寺が

くれています○ そこlこけ

和、覗きも寵,てまメlち慮り上げて

がらくどしlせ、高一とうれくだり坤。

二的まっりす誓し高下

スーパと札,レすくし-暁す

う人の札レ小針年十手

して幸三土!

リよ華

圏



こきの李篤が、や。てきましたへ!

ごまの掛二を棒的に取り組み茄に.まあ「序曲ここよのまわし子持教えよう上「けんかごまを

亡のしもう」 」れ、うことむく〇日坊即二晩か如金融、時間をとり、ごまあそ擢ほし仁-。

ま加聡い時制こぼ、列至の

壌生かで母の巻き方や回しカ

も敦-え、みん購まわせる別項ま、

けんかまをヤ,てみまレた。

冬休み!こな,下車布碕園の

チ曲モモにこまの技をみせた

り、まわし薙教えに行き可。

岬の帥っき合印よ

親子けんかざま対訳

もやる予定叩。

日掛習い冬
厚内で葉しめる

お迎えかみ父さん

お母さんもチ強の

佃厚も奪っていろ聞(こ

華北守って掃せん串
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昨年のごま先人の音吐のじ

盤貫くん高二手放検定を

轟丁初段。放」ち放読

会も持ってくれま高三。

己、わいに初段の根号みせ

でくれやあ子持坊すくい」

のつ、ソも紡んでくれ手レセ・

㍉一---○○---〇、____句一一--●‾‾‾‾‾‾‾‾----寧___--
一一‾‾‾《‾--

晴掛いつ品、享で、何夜も確定し乙拐いつ・ツモ教えてもらたり、

いつものこ雄、笹、 「っl‡めの三吉で、、二二をひできろ舶合やす三、し一㌦

じ停めてもら∪手厚。 麺盤壇上至宝塁上旦やむ

10級 こまをまわす(10秒以上) 

9緩 いぬのさんぼほ低調) 

8緩 まといれ30帥l 

7級 せんこうi轍3秒) 

6緩 ひもかけてのせ 

5撮 どじょうすくい 

4敢 にほんいっしゆう 

3撮 メリーゴーランド(3周) 

2級 はつもうでの拍) 

1繊 くうちゆうてのせ 

初段 

つばめ返し フォークボール 

ひばり返し おてだま5回 

まといれ15c請 

之段 

つなわたり、 同時2個まわし 

スタンダップ ひものせ 

リフティング 

3段 

ツイスト往復 腰かけ 

つなわたり往復 大車輪 

ゆびのせ 初日の出(3秒静止) 

トランポリン3回 

4段 

股かけ 蛇3周 

みんみんぜみ うず潮上下3回 

灯ろう なわとび3回 

竜巻 

5段 

うぐいす 地獄章3周 

足かけ 燕尾返し 

耳かけ 空中大車輪 

よやぶさ返し 両手蛇5周以上 

鯉の滝登り 毅3回 

6段 

砂時計 同時2個空中手のせ 

かまいたち5セット 白刃取り 

牛若丸往復 足抜き5回 

夜叉章 くさりがま3周かけ 

忍者 背面鞭 

!午



和ち心ん与に

いやせさまレ玉

Iよ旬0車高のカ吟

停牡直需証的下のしそうず

時々う」ムー厚る耕し・

放水娼産み的、珂

I㌃

⑤いが)ちゃん了し-うんかI

主よ「耗九、かん(毒Y))が号錆己のうまし′よへ。

ここ「将来、先虫こなれ主よ.I 」



今的ン轟」Aです/年̃昨輝き聞かす

はま,てます。相手の呼牝(二人,て宝をとり・筋、

の拝に替う帰って手下ら降らです。

四

相手も押し中」、紅(

掃い二とも粗しい二

り手前l鼻に

o,申Iして倒可読、

あります雷神千㌔へ

車か、助I丁lこ来てく

打て外否丁柚と佳き迫るこび、できます。

韓牝と千っの何十い亀以外i専草と匠ナン

や宣言†っこう僻柾慮、ます.

九ス巴トβ緒か判断九
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